
尼崎市自立支援協議会
あまのしごと部会

平成３０年度の取り組みについて
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あまのしごと部会の役割

尼崎市在住の障害を持つ方の「働くこ

と」についての課題を検討・協議し可能

な限り課題を解決していく

⇒福祉的就労・一般就労の2つの側面
からのアプローチ
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平成３０年度 あまのしごと部会 活動内容
活動日 活動内容

6月11日 部会長の選任・副部会長の指名 フォーラムについて

7月9日 自主製品販売について（説明会について） フォーラムについて

9月10日 自主製品販売について（産業フェア・尼うぇるフェア） フォーラムの反省

10月15日 みのりの新規事業について 自主製品販売について（尼うぇるフェアの報告） あまっこ部会との合同部会について 特
別支援学校の卒業後の福祉サービスの連携について ガイドブックの更新について あくしいの活用について

11月12日 販路開拓事業について 作業依頼について（大同化成工業） 特別支援学校の卒業後の福祉サービスの連携について
ガイドブックの更新について あくしいの活用について 次年度のフォーラムについて サイボウズliveの今後について

12月10日 販路開拓の報告 次年度フォーラムについて

1月21日 自主製品販売（尼うぇるフェア）について 共同受注の案内（あまがさき観光局よりラムネの販売・株式会社ネリキよりバ
ネの仕分け） 次年度フォーラムについて 特別支援学校の卒業後の福祉サービスの連携について ガイドブックの更
新について あくしいの活用について サイボウズliveの移行について

2月18日 自主製品販売について（ＮＩＫＫＯフェア・尼うぇるフェア） 次年度のフォーラムについて 特別支援学校の卒業後の福祉
サービスの連携について あくしいの活用について サイボウズliveの移行について

3月11日 自主製品販売について（モノつくりHAPPYステージ・尼うぇるフェア・春の美味いもん市・反省会について） 共同受注につ
いて（福田㈱より贈答品の袋詰め・あまがさき観光局よりラムネ販売） 次年度フォーラムについて

4月8 日 フォーラムについて 平成30年度部会のまとめについて

5月13日 自主製品販売の説明会について フォーラムについて 平成30年度部会のまとめについて
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◇福祉的就労へのアプローチ

○ 目 的 障害者就労施設の商品を広める

〇 テーマ 授産品の質の向上と情報発信、

魅力ある商品づくり・仕掛けづくり

〇 具体的な取り組み

①産業フェア・NIKKOフェアへの参加 尼うぇるフェアの開催

②作業依頼の情報発信

〇 新しい取り組み

①10月より、みのりの新規事業（販路開拓事業）としごと部会との連携

②モノづくりHAPPYステージ・春の美味いもん市への参加
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◇一般就労へのアプローチ

〇 目 的

一般就労の実現、企業への障害者雇用の啓発

〇 テーマ

・一般就労における課題の掘り下げ・共通化

・就労に向けての各種相談窓口の情報発信

〇 具体的な取り組み

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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福祉的就労へのアプローチ 具体的な取り組み①

産業フェア・NIKKOフェアへの参加 尼うぇるフェアの開催

〇産業フェア

日時：平成30年8月2日･3日 場所：尼崎市ベイコム総合体育館

参加事業所 ： 5事業所

〇NIKKOフェア

日時：平成31年2月7日・8日 場所：尼崎市中小企業センター

参加事業所： 9事業所

〇尼うぇるフェア

（26年度 1回・27年度 2回・28年度 3回・29年度 4回・30年度4回）

日時：平成30年8月30日・10月4日・12月20日・3月7日

参加事業所：8月（14事業所）・10月（12事業所）・12月（12事業所）・3月（14事業所）
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（参加事業所 アンケートより）

【産業フェア】

・色々な企業の方に興味を持ってみてもらうことが出来たのでよかったと思います。

・店番で利用者の方が、他の事業所の利用者の方と知り合え、関りを持てたことが良かったです。

【ＮＩＫＫＯフェア】

・ 「去年美味しかったから」「さっき買って美味しかったから」とリピーターのお客さんも何名もいました。

・販売が奥まった場所だったので、去年と違って厳しい場所だったと思いますが、のぼりがあることで団体を確認している方も多

く見られました。

【尼うぇるフェア】

・準備段階からお客さんが来ており楽しみにされている方が増えていると思いました。

・リピーターのお客様も多く、「毎回楽しみにしているよ」や「次はいつ？」という声がよく聞かれ、周知されていると実感した。

・他事業所のスタッフの方や利用者さんとの交流の機会となり、また他事業所製品、ポップ、陳列方法など参考にさせて頂ける

機会となりました。
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福祉的就労へのアプローチ 具体的な取り組み②

産業フェア・NIKKOフェアへの参加 尼うぇるフェアの開催

福祉的就労へのアプローチ 具体的な取り組み③

作業依頼の情報発信
〇大同化学工業株式会社

⇒軽作業（プラスチック部品の検品作業）

〇一般社団法人あまがさき観光局

⇒尼崎城のお土産（ラムネ）の加工及び販売

※ラムネについては、岸田商事から卸し、袋詰めをして販売

〇福田株式会社の下請け

⇒ギフトセットの箱折・袋詰め

〇株式会社ネリキ（バルブの製造会社）

⇒バネの仕分け作業

今年度上記の作業内容について、市内日中活動事業所への情報発信を
行った。
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福祉的就労へのアプローチ 新しい取り組み①

企業からの障害者就労施設向けの作業
を、障害者就労施設につなぐ役割を担って
いく。

尼うぇるフェア、産業フェア等、共同受注
について、みのりが窓口になり、しごと部
会と一体となって新規事業を進めていく。

市役所庁舎中館の障害者就労チャレン
ジ事業の執務室に、自主製品の展示ス
ペースを設置し、製品のアピールを進めて
いく。また、市内の障害者就労施設の事業
所紹介のＨＰをリニューアルし、情報発信
を進めていく。

10月より、みのりの新規事業（販路開拓事業）としごと部会との連携

9

福祉的就労へのアプローチ 新しい取り組み②

モノづくりHAPPYステージ

日時：平成31年2月28日 場所：コープ西宮（阪神西宮駅南側）
参加事業所：10事業所

【出店経緯】

・販路開拓事業で、西宮市と宝塚市で実施していた
阪神地域共同受注窓口連絡会に参加し、出店のお
声掛けをいただいた。

【参加報告】

・販路開拓事業の担当のみで店番を行った。

・雨天の為、お客が少なかったが、試食も出してい
たので、試食をすすめるとブースに立ち止まっても
らえ購入して下さるケースが多かった。
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福祉的就労へのアプローチ 新しい取り組み②

春の美味いもん市2019

日時：平成31年3月10日 場所：尼崎市公設地方卸売市場
参加団体：3事業所参加 主催：尼崎市公設地方卸売市場運営協議会

【出店経緯】

・主催の実行委員をしている施設職員からお声掛
けをいただいた。

【参加報告】

・当日雨天だったが、意外と来場者が多かった。

・雨天の影響もあり照明が暗く、商品が少し見にく
かった。

・雑貨よりクッキーの売れ行きがよかった。

・普段、尼うぇるフェアに出店されている事業所は事
業所ごとで出店されていた。
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一般就労へのアプローチ

日時：平成３０年７月２７日（金）１０:００～１５:００ 場所：尼崎商工会議所 ７階

〇午前：講演

＊「当社における障がい者雇用の取り組みについて ～職場自立を目指して～」

講師：株式会社トリドールD＆I 池之上 弘一氏

＊「就労継続支援A型を通してキャリアアップについて」

講師：ラブリーケア所属 高木 大樹氏

〇午後：障害福祉サービス事業所説明会 １５事業所 参加

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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（講演についてのアンケートより）

・雇用側の取り組み、就労側の経験や思いを知ることができ、自社での障碍者雇

用へのモチベーションが高まった。 （企業）

・様々な立場の方の現在の様子、思いを知れた。 （一般）

・色々と障害のある方々の経験談や良いお話も聞けて非常に参考になり励みに

なった。 （就労事業所）

・実体験をお話いただけたのが良かった。しんどいことをどう乗り越えていかれた

のかお聞きし、感銘を受けた（就労事業所）

・支援者、当事者等参加者は自らの強みを発揮されており、再確認する良い

機会になったのではと思う。（その他）

一般就労へのアプローチ

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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（事業所説明会のアンケートより）

・事業所の特徴がわかると選択しやすいと思う。（一般）

・色々な情報がもらえたのでよかった。 （一般）

（フォーラム全体を通して）

・そもそも就労支援、移行支援というものがわからなかったので少しでも知れて

よかったです。 （一般）

・障害者にとってこの様な機会を与えていただけることを嬉しく思います。（一般）

・知識自体がなかったので勉強になりました。（一般）

・今後も継続して障害者雇用の啓発を頑張ってください。期待しております。 （就労支援事業所）

・障害者雇用の必要数が１名であるような小規模な事業所での事例も取り上げてほしい。（企業）

一般就労へのアプローチ

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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検討事項
①フォーラムの開催について

・第4回目のフォーラムも検討しているが、あくまでも「就労に繋げた

い」という目的の為、フォーラムを開催することが目的ではないこと。

しごと部会が行うフォーラムの方向性を再度確認。

・当事者や家族を対象にするのか、企業を対象にするのか。

⇒議論を進める中で、委員メンバーの意見として今の構成を

残しつつ、あわせて企業が参加しやすいイベントの開催を検討

していく。
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検討事項
②特別支援学校卒業後の福祉サービスへの移行

・卒業と同時に出される個別の教育支援計画の書式について、

阪神特別支援学校では、書式内容の変更を行っている。今後、

ワーキングチームを通じて、書式の共通化などを図り、それぞれの

学校が行っている支援の工夫を次の福祉サービスへ引き継げる

体制作りが必要。

⇒ワーキングチームを設定し、教育と福祉の連携を目的に議論

を行っていく。
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今後に向けて（部会まとめ）

◆福祉的就労

・共同販売の反省会を実施し、各フェアのリピーターが増え、売り上げも上がってきている。

各事業所の販売に対する意識も上がってきており、今後も事業所間で勉強会や、

広報活動にも力を入れていくことが必要。

・産業フェア・ＮＩＫＫＯフェアについては企業への出店であり施設の情報発信を引き続き行う。

尼うぇるフェアについては、開催の頻度を上げていき更なる販売の機会を増やし、販路の拡大

を図っていく。今年度検討していた市民まつりにも次年度は参加予定。

○2019年度の取り組み
・産業フェア（2019年7月25・26日）・ＮＩＫＫＯフェア・市民まつり（2019年10月6日）の参加予定。

・尼うぇるフェアの開催を６回に拡大して開催予定（5・7・8・10・12・3月）
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今後に向けて（部会まとめ）

◆一般就労

・障害者雇用の啓発については継続してフォーラムを開催していく必要がある。

また、広報のあり方（あくしいの活用など）についても検討していく。

〇２０１９年度の取り組み

・第４回 尼崎市障害者就労支援フォーラム開催

２０１９年８月２日（金） 場所：尼崎商工会議所

・企業向けのイベントを予定。（開催時期は１１月ごろ）
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